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ニュー スポ ツー 1.8％ 
バレーボール 1.63％ 
スケ トー 1.6％ 
キャンプ 1.5％ 
雪上遊び 0.6％  
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Ⅳ ま と め
本研究では，北方圏における総合型地域スポーツクラブ設立前後における，本学周辺住民調
査結果を比較するものであった。平成１７年調査と平成２０年調査において，平成１９年１０月に設立
した「スポルクラブ」および従来から実施してきているジュニア体操クラブの認知度は確実に
向上しているといえる。また，本学「スポルクラブ」に対する期待度についても，非常に高く，
そして好意的であった。平成１６年度から５ヶ年に及ぶ本プロジェクトにより，本学周辺の北方
圏住民に対する運動やスポーツを実施する場所や機会を提供することは実現された。そして，
総合型地域スポーツクラブ「スポルクラブ」設立に伴い，参加率や期待度も向上もみられ，地
域へのスポーツ振興が実現されたといえる。少なからず生涯にわたるスポーツ社会の構築への
寄与はなされたと考える。
今後は，安定したクラブ運営体制を展開していくために，よりよいプログラムの提供を追求
していくことが求められる。そのためには，収入と支出の経済基盤を安定的にすること，指導
者およびスタッフの養成システムを完成させること，行政や民間企業との連携策をつくり，こ
れをモデルケースとして北方圏の各地で普及していくことが急務であると考える。全国の総合
型地域スポーツクラブの運営主体はさまざまであるが，本学の「スポルクラブ」の場合は運営
主体が大学であることから，大学がイニシアチブを発揮することはもちろんであるが，会員と
なる地域住民と協議しながら，進めていくことが何より重要なことであると考える。
本研究は学術フロンティア推進事業の研究プロジェクトとして進められ，平成２０年度で研究
プロジェクトとしての活動はいったん終了する。しかしながら，北方圏における地域スポーツ
図１２ 本学がスポルクラブを運営することについて
７９
振興を掲げ，クラブとして設立をした一連の活動が終わりを迎えることはない。この「スポル
クラブ」が，スポーツ振興の「場」としてだけでなく，今後，地域社会，そして，大学にとっ
て有益となるよう努力したい。
本研究は，平成１６年度選定学術フロンティア推進事業「北方圏における生涯スポーツ社会の
構築に関する総合的研究」の助成で実施されたものである。
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